
訪
日
外
国
人
の
消
費
は
「
一
大
産
業
」 

豊
澤 

幸
平 

 

長
女
の
家
族
が
コ
ロ
ナ
期
間
中
に
三
島
に
転
居
、
私
は
月
に
一
回
程
度
、
新
幹
線
で
新
横
浜
と
三

島
を
往
復
し
て
い
る
。
夕
刻
の
帰
り
の
新
幹
線
で
小
田
原
駅
か
ら
か
な
り
の
数
の
外
国
人
が
ど
っ
と

乗
車
、
そ
の
数
は
以
前
よ
り
増
加
し
て
い
る
。
箱
根
登
山
鉄
道
で
箱
根
周
辺
に
行
っ
た
帰
り
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。 

 

昨
年
の
訪
日
外
国
人
観
光
客
数
は
二
千
五
百
万
人
、
そ
の
旅
行
消
費
額
は
約
五
兆
円
で
あ
る
。
訪

日
観
光
客
数
は
二
〇
年
前
は
五
百
万
人
、
十
年
前
は
一
千
万
人
で
あ
る
の
で
、
十
年
毎
に
倍
々
で
あ

る
。
政
府
は
二
〇
三
〇
年
に
は
六
千
万
人
を
掲
げ
て
い
る
が
、
現
在
の
一
人
当
た
り
の
消
費
額
が
二

十
万
円
で
そ
の
ま
ま
推
移
し
て
も
二
〇
三
〇
年
に
は
十
二
兆
円
の
外
貨
を
稼
ぐ
「
一
大
産
業
」
、
し

か
も
成
長
産
業
で
あ
る
。
日
本
の
現
在
の
貿
易
赤
字
額
は
五
～
十
兆
円
で
あ
る
の
で
、
訪
日
観
光
客

の
消
費
で
貿
易
赤
字
を
帳
消
し
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
輸
出
額
で
こ
れ
を
上
回
る
産
業
は
、

輸
送
用
機
器
（
自
動
車
等
）
だ
け
で
、
電
気
機
器
、
機
械
、
化
学
は
及
ば
な
い
。
一
方
、
日
本
か
ら

の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
は
五
〇
万
人
、
一
二
〇
〇
億
円
で
、
観
光
で
は
圧
倒
的
黒
字
で
あ
る
。 

 

観
光
立
国
の
重
要
な
条
件
は
、
自
然
、
気
候
、
文
化
、
食
と
い
わ
れ
て
お
り
、
日
本
は
そ
れ
ら
の

条
件
を
備
え
て
い
る
。
各
国
の
観
光
客
受
け
入
れ
数
は
、
フ
ラ
ン
ス
九
千
万
人
、
ス
ペ
イ
ン
八
千
万

人
、
米
国
八
千
万
人
、
中
国
七
千
万
人
、
イ
タ
リ
ア
七
千
万
人
が
ト
ッ
プ
フ
ァ
イ
ブ
、
日
本
は
十
位

前
後
で
あ
る
。
日
本
は
上
位
国
に
劣
ら
な
い
観
光
資
源
を
持
つ
が
、
そ
の
潜
在
力
を
生
か
し
き
れ
て

い
な
い
。 

今
後
の
受
け
入
れ
の
課
題
は
、
観
光
地
の
人
手
不
足
、
リ
ピ
ー
タ
ー
客
や
欧
米
か
ら
の
客
数
の
拡

大
、
五
つ
星
ホ
テ
ル
の
拡
充
、
長
期
滞
在
客
の
受
け
入
れ
態
勢
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
等
で
あ
る
。
因
み
に
五
つ
星
ホ
テ
ル
概
数
は
、
米
国
八
〇
〇
、
欧
米
各
国
一
〇
〇
、
タ
イ
一
〇

〇
、
日
本
四
〇
で
あ
る
。 

さ
ら
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
決
も
必
須
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
重
要
な
こ
と
は
、
日
本
人

が
受
け
入
れ
に
つ
い
て
積
極
的
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
は
素
晴
ら
し
い
国
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

日
本
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
心
底
思
わ
な
い
と
、
い
ず
れ
頭
打
ち
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。 

 

（
二
〇
二
四
年
四
月
） 


